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授業に興味がある学生ほど、早稲田が好き
授業に興味が「ある」 学部学生 52.0%、 大学院学生 73.3%

授業に対する満足度
授業への興味に比して低い満足率
授業への満足こそ、大学への満足

有用性の評価
勉強が将来役立つと考える学生ほど充実感がある
勉強が将来役立つと「思う」 学部学生 36.3%、 大学院学生62.2%

出 席 率
学生全体の55%が出席率9割以上
専門職課程では、出席率「90～ 100%」 が94.4%

授業科日の選択基準
科目選択の基準は内容
内容重視の学生ほど出席率が高い

留 学

J"は
1 0  0 F

留学への不安は、まず費用、そして生活
留学への不安 「留学費用」60.3%、 「外国での生活」37.1%

教員との会話
短時間でも教員と会話を「している」学生は20.7%
学年によつて比率も相手も異なる

教員との関係
教員との関係の基礎は学ぶこと
教員と話すことは大学生活の充実感を高める

の授業に Q 今あなたが取つている授業の中で

満足するものはどねくらいありますか つ

(学部 )

興味がありますかつ

(学部)

ない 2.

あまりない
無回答 0.2% 無回答

0.6%
80～
100%未満

ややある

36.2%

20%未満
16.1%

80%未満
22.1%

20～
40%未満
22.09る

.

40～
60%未満

31.8%

▲ ▲

ノヽ

研究について

ある

52.09る



授業に興味がぁ I

■ ■,

こ

早稲田が好
興 味

授業に対 して興味が「ある」と答えた学生は全

体で55.8%で した。この比率は学部学生よりも

大学院学生の方が高 くなっています。ただし、「あ

る」と「ややある」をまとめると、学部と大学院

でほぼ同じになります。したがって、授業に対す

る興味は全体 として高いといえるでしょう。学部

学生の中では、学年による差はほとんどありませ

C:薔罰D ない 2.2% 無回答 0.2%

あまりない 9.4%

あまりない

体

授業に興味が「ある」

学部学生 52.0ワ ら、大学院学生 73.3%
屏
ソ

・
″

　

一一

残

ん。 1年生と4年生がほぼ同じ結果であることか

ら、授業に対する興味は、学ぶ内容の変化とは関

係がないといえます。一方、大学院学生では、課

程間で差が見 られます。専門職課程では興味が

「ある」と答えた学生の比率は90%に達しており、

授業に対する意欲や関心が高いことが分か りま

す。

C困目憂ヨ)  ない0.5% 無回答 1.6%

あまりない 4.6%

ややある

全

14

ややある

20.0%

ややある

36.2%

ありま 学年別

33.2

(761人 )

343

(617人 )

37.4

1.7

(536人 )

12.1 37.9

1

2

3

4

5

修

博

専

年

年

年

年

上

程

程

2.4

367

33.3

１
　
興
　
味

(540人 )

年 以
(117人 )

士 課
(390人 )

士 課
(80人 )

24.6

13.8

門職課程
(90人 )

0 20 40 60 80 100(%)

8

な  い

.9

あ  る

ある

73.396

ある

52.0%

8.6 55.8

8.0 56.2

50.2

48.3

53.574

6.0 14.5 46.2

49 69,7

6.3 80.0

7.8 90.0



授業に対する興味と早稲田

大学への愛着には、強い相関

が見られます。

授業に興味を持てるかどう

かが、大学への愛着を左右す

ることが示唆されています。

このことは、早稲田大学が

好きである (あ るいは、好き

ではない)理由にもはっきり

と表れています。早稲田大学

が好 きだという理由として、

44.3%の 学生が「教育・研究

内容」、「教育 。研究 レベル・

活発さ」、「教員」を挙げてい

ます。逆に、好きではないと

する理由としても、58.3%の

学生が「教育・研究内容」、

「教育 。研究レベル・活発さ」、

「教員」を挙げています。な

お、「校風」という回答にも、

教育研究の在 り方や教員と学

生のかかわり方などが含まれ

ている可能性があります。

クロス
集計
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０

ｆ
ご
／

41

やや好き
(1,110人 )

65.7

好 き
(1,630人 )

好き (5,241件 )

0.7(%)
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１

40.3

■■

Eコ調
教■
員=

勉
強

石升
究

才受
業

に
つ
い

て

1.2

0
好きではない

(77人 )

あまり好きではない
(268人 )

早稲田大学が好きですか
'

(「好き」、「やや好き」をまとめたもの)

(「好きではない」、「あまり好きではない」をまとめたもの)

好きでは  `(620イ牛)

1

興

味

大学の授業に

興味がありますか ?

早稲田大学が好きな理由

67.0

早稲田大学が好きではない理由

388 19.2

1.2 (%)

9

□伝統・校風・雰囲気

□体育各部・サークル活動

目教育・研究内容

□交友関係

園教育・研究レベル、活発さ

■著名なOB・ OG
□施設・設備

爾職員の対応

圏教員

□その他

35.1

26.0

34
1.2

27

56な

も｀

あ
ま

り
な

い

や
や
あ
る

あ

　

る

14.7 23.4 13.9 23.5 32.3

22.2 20.4 15.716.9 20.4 19.5



salisfied? 授業への興味に比して

低ぃ満足率

ヾれとァ  
授業への満足こそ、大学への満足授業に対する

満足度

授業に対する満足度は学部学生と大学院学生で

かな り異なります。まず、学部学生では「40～

60%未満」の回答が最も多 く、平均すると満足で

きる授業はほぼ半数である (言 い換えれば、満足

できない授業が半数ある)こ とが分かります。し

かし、学年による目立った変動はありません。し

たがって、履修している科目の種類や専門性 とい

った内容の違いは、あまり満足度に影響していな

いと考えられます。

一方、大学院学生では、全体 として学部学生 よ

りも満足度が高 くなっています。ただし、課程に

よって満足度の様態が異 な り、専 門職課程での

不満の低 さが 目立ちます。60%未満以下の回答は

20%しかあ りません。高度な専門性 を求める学生

の要求に授業が対応 していることを表 していると

いえるでしょう。
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0

らいるものは れ

20%未満 160～

40%未満

140～

160%未満

20%未満
40%未満 80%未満|

い る はどれくらいありまる大学院 課程別

20%未満 1  20～40%未満  :  40～ 60%未満 60～ 80%未満 80～ 1009そ)

修 士 課 程
(379人 )

15.35.8
/

ヽ

博 士 課 程
(67ン人、)

′
441 133専門職課程

(90人 )

２
　
授
業
に
対
す
る
満
足
度
　
　
　
‐０

0 40 60 100(%)

Oo

＼

無回答

5.3
4.7

20.4

11.4

30.2

27.4
＼

16.1

22.0

31.8

22.1

7.4

23.7 285 26.6

45 20.9 17.9 52.245 1

57.8 22.2



学部、大学院とも、授業に対する興味 と満足度

には相関があ り、興味のある人ほど、満足できる

授業が多いと評価 しています。 しか しなが ら、学

部学生の場合、興味は「ある」か ら「ない」ヘ

と次第に減少 しているのに対 し、満足度は「40～

60%未満」を中心に分布 してお り、興味が「ある」

と答えている学生でも、満足できる授業は平均す

ると60%程度であることが分か ります。

充実 した授業を体験できることは、入学後の大

学への満足 を左右 します。すなわち、授業に対 し

クロス

匝董壼∃
20%未満 20～40%未満

て満足している学生ほど、入学した学部・研究科

への満足度が高くなっています。このことは、自

由記述の回答にもはっきりと示されています。自

由記述で言及された問題点のうち、27.7%は授業

や教員に関連したものでした。そこにはさまざま

な問題点や提言が述べられています。その一方で、

充実した授業も数多 く存在します。自由記述で言

及された良い点のうち、15.0%はそうした授業に

ついて述べたものでした (自 由記述回答の概要は

61、 62頁 を参照)。

40～ 60%未満 60～80%未満 80～ 100%

¶
貯

大学の

いす る の は すか?

に

れが取っている授業の

がありますかつ/

あ

(1331人 )

7.1 33.0 32.4

授
業
へ
の
興
味

ややあ
(928人 )

あまりなし
(242人 )

Zl・     し
(54ン k)

／
１
ヽ
△

15.8 310 36.6 13.8

529 27.7

833 11.1

ハ
Ｕ

ハ０
（Ｕ（０0 20 40 100(%)

に していますか ?

回コ今あなたが取っている授業の中で満足するものはどれくらいありますか ?

クロス
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題 学 した学部研究科に満

あまりしていない ややしている

足Jマ いますかト

11
7.8

1

は く 工夫・改善の余地があると感じる点

②45 (●23.2 010.8 05.0 023.4

％〈Ｕ〈Ｕ0 02

●授業の分かりやすさ。内容 ゼミ・論文・実験実習指導 0教室・図書館・博物館
0大学からのお知らせ・情報発信 みの対応

IT環境等

0課外 アルバイ ト

スポーツ施設・学生会館・ラウンジ等
カウンター 活 動 の

２
　
授
業
に
対
す
る
満
足
度
　
　
　
１１

0

3.400 0.0

100(%)26 0.8

良かったと感じる点

②5.8066C)92 04.6 017.2 033.6 ⑫15.9

●授業の分かりやすさ,内容 ②ゼミ・論文・実験実習指導 図書館・博物館・IT環境等 0スポーツ施設・学生会館・ラウンジ等 らのお知らせ・情報発信
カ ンター みの対応 10課外活動支援・アルバイ ⑩ OB・ OGの存在 0友人 ⑫そ

(
153 12.3

15.7

しているしていない

5.0

0 5.3



勉強が将来役立っと

考える学生ほど充実感がある
有用性の評価

大学での勉強が将来役立つ

と「思う」と回答した学生は

全体で41.0%です。学部学生

では、学年による差はほとん

どありません。在学中に進路

が変わったり、具体化 したり

することを考慮すれば、この

回答は、狭義の職務関連性では

なく、現在の勉強や努力が将来

の糧となるという考えを表して

いると見るべきでしよう。

一方、大学院学生では、学

勉強が将来役立つと「思う」

学部学生 86.3ワ ら、大学院学生 G

大学での授業や研究勉強は、将来自分の進路先で

なんらかの役に立つと思いますか ?

無回答

部学生よりも役に立つ と評価 しています。この評

価には課程間で差が見 られ、修士課程に比べ、博

士課程 と専門職課程で高 くなっています。中でも

専門職課程では、「思 う」 と答 えた学生の比率 は

80%を 超 え、博士課程 と同程度 となっています。

思わない あまり思わない

修 士 課程
(392人 )

博士 課程
(85人 )

専門職課程
(90人 )

思わない あまり思わない

思わない

無回答 0.4%

あまり思わない

6.9%

専門職課程の場合、大学での授業や勉強が職務上

の必要と密接に結び付いているためでしょう。

現在の勉強が将来役立つ と感じている人ほど、

大学生活が充実していることが分か ります。

0.5%

思  う

1.1%―

思わない

4.5%
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回期大学での授業や研究勉強は、将来自分の進路先でなんらかの役に立つと思いますか ?

クロ.ス

集ま

やや思う 思  う

全   体

あまり

思わない

16.6%

やや思 う

42.09′6

やや思 う

29.5%

8.4 37.5

4.7 12.9

11.1

148 397

104 33.4して い る

(1,251人 )

ややしている

(1,375人 )

あまりしていない

(378人 )

していない

(116人 )

15.8 44.4

48.722.8

27.6 26.7

0

12

20 40 60 80

^`C
^Sヽ|ヽ

ミ已 2.2%

【菱正】学 部

田
心 つ

36.3%
田
心 つ

62.294

大学院

53.1

82.4

84.4

大学の授業・研究・勉強は将来役に立つと思いま

41.03_9

54、 12.1

３
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学
生
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実
し
て

い
ま
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3.4 36.4
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学生全体の  が

出席率9割以上
出 席 率 専門職課程では、出席率「90～ 100%」 が

出席率が「90～ 100%」 と回答 した学生は全体の

半数を超えていますか ら、出席率は高いといえま

す。出席率 と最 も関係の深い要因は学年です。学

部学生の場合、学年が上がるにつれて、出席率は

低下 していきます。ただし、この結果は、調査の

時期が入学初頭であ り、 また就職活動の時期 とも

重なっていることを考慮する必要があるでしょう。

大学院では、全体 として出席率が高 くなってい

あなたのこれまでの授業平均出席率はどれくらいですか ?

ます。ただし、課程によって差が見 られます。修

士課程 と博士課程ではほぼ同 じ結果ですが、専門

職課程では「90～ 100%」 を選択 した学生が94.4%

にのぼ ります。この数値は、実際上、ほとんどの

学生が履修 した授業にすべて出席 していることを

示 しています。 この結果は、 これ まで見て きた、

専門職課程の学生の授業に対する興味や学ぶこと

への関心の高さを反映しているといえるでしょう。

50～70%未満
(

70～ 80%未満

全   体 14.3

2

年
(764人 )

年
(615人 )

3 年
(536人 )

4 年 203
(541人 )

9.0

／
１
１

１
ゝ

181

3.71 9.8 14.1

8.5

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ゝ

７
１
１

１
、

17.9 208

118 172 22.4

15.9 21.6

5年 以 上
(116人 )

修 士 課 程
(392人 )

博 士 課 程
(77人 )

専門職課程
(90人 )

-1.1

30.2 20.7 16.4
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△

15.38.4

3.9 5.2 19.5
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科目選択の基準は内容

授業科目の

選択基準

科 目選択の基準 は、「講義内容」、「授業形態」、

「担当教員」を内容への関心、「出席チェックの有

無」 と「単位取得の難易」を結果への関心にまと

めることがで きます。学部学生の大半が科 目の選

択で内容を重視 しています。ただし、この比率は

出席率によって異な ります。内容を重視 した選択

をしている人ほど、出席率が高 くなっています。

出席率が50%未満の学生は、出欠を取 らず、単位

取得が容易 な授業 を選んでいることが分か りま

クロス
葉ま

の こ で の

G議ヨD 授業選択基準

講義内容

全  体
(2,577件 )

90´ψ1009そ )

(1,311件 )

80～ 90%未満
(492イ牛)

70～80%未満
(411件 )

50～ 70%未満
(264イ牛)

50%未満
(93イ牛)

い

回]あ なたが授業を選ぶ際に重要だと思う要素は何ですか?[複数選択可]

当教員 日・時間帯  □単位取|

■出席チェックの

内容重視の学生ほど出席率が高い

す。興味深いのは、この学生では「曜日・時間帯」

を基準とすることが最も少ないことです。もとも

とあまり出席するつもりがないので、曜日・時間

は考慮しないということなのでしようか。

大学院学生も、学部学生と同様の相関が認めら

れました。ただし、出席率が低い人は少数である

ため、出席率の変化に伴う選択率の明確な変動が

見られたのは、「単位取得の難易」だけでした。
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.4

屏
ノ

・
″

　

一一

畿

□
日
Ⅲ
日
□

83.2 47.2 ω  277

21.888.3 445

27.8846 52.2

34.176.4 504

36476.5 51.1

55.920.457.0 355

授業科目選択の仕方には、学年による違いがありませんでした。

C日〓E
全  体
(569イ牛)

90～ 100%
(415イ牛)

80～90%未満
(78件 )

70～ 80%未満
(37イ牛)

50～70%未満
(20件 )

50%未満
(7件 )

疇面 罫函 司
内容 □曜日 □単位取得の難易

■出席チェックの有無

09

□担当教 その他

障
庫
隔
順
鷹
陸

５
　
授
業
科
目
の
選
択
基
準
　
　
　
１４

918 272

35.075.0 45.0

42.91000 28.6

26.5

16.7897 333

892 29.7 21.6 議■□□■

(%)

25.3

27.014.8

22.611.6

26.5lt4

21.28.0

26.9

46.3172

94.5 50117.6

46.212.8

24.3

250

14.314.3



留学への不安は、
まず費用、そして生活

留 学

留学への不安 として、半数以上が費用を挙げて

います。次いで、外国での生活、勉強と研究 とな

留学への不安

「留学費用」60.3ワら、「外国での生活」37.1%

^`C
^1日

ヾ ゝ

゛已

っています。この質問に対する回答は、他の質問

の回答 とほとんど関連があ りませんで した。

もしあなた ると れば、 でについて、以下に挙ιる なる。 する要素はありますか? ¶
貯０

０

０

０

０

０

０

０

７

６

５

４

３

２

１

・
授
業

・
勉
強

・
研
究
に
つ
い
て

コ ー
ノ

)
ハ

留学の不安として一番多かった費用の問題。留学を目指してそのための費用捻出をアルバィト

の目的としている学生も年々増加しています (5章55頁 コラム参照)。 ひとことに留学といっても、

最も負担の多い私費留学から、早稲田

大学の学費を納めることで先方の学費

が免除となる交換協定留学、派遣協定

留学、学費以外に生活費の支援 も得 ら 500

れる奨学金付 きの留学 まで、負担の幅

はまちまちです。異文化社会での生活
400

上の不安 も、実際に留学 した人の体験

を知ることにより解消 されることもあ

るで しょう。 さまざまな不安は、正確
300

な情報 を集め、知ることによって解消

されることもあ ります。そのためにも、 200

留学センターを活用 してみてください。

■留学センター URL:        100
【t」 RL】 http:〃 www,wasedajp/cie/indexihtml

〔出典〕数字で見る早稲田
http://www.waseda.jp/jp/databook/2004/

exchange.htnnl

0
'91 :92 '93 194 '95 '96 :97 '98 '99 100 :01 102 `03 '04

６
　
留
　
学

37.1

22.9 19.8
16.0

12.0
4.6 2.3

σ
~~b 2.2

「

~~Ъ 0.9

留
学
費
用

外
国
で
の
生
活

外
国
で
の
勉
強

・
研
究

ど
ん
な
制
度

・

受
け
入
れ
先
が

あ
る
の
か
知
ら
な
い

留
学
先
で
の
取
得
単
位

の
認
定
、
留
年

ど
れ
が
自
分
に

有
効
か
分
か
ら
な
い

準
備
を
相
談
す
る

相
手
が
い
な
い

そ
の
他

不
安
は
な

い

留
学
に
興
味
が
な

い

無
回
答

449

29

464

88

交換協定による留学

派遣協定による留学

奨学金による留学

私費留学

192

11 11

259

228

31
1

175

362

254

派遣学生数の推移 (1991～ 2004年度)

15

Ｄ
Ｉ

２

二

８

Ｆ

45 71
63 47

60



Lors百a:L:

教員との会話

短時間でも教員と会話を

「している」学生は20.フ%
o湾′

‐
r'   

学年によつて比率も相手も異なる

７
　
教
員
と
の
会
話

短時間で も教員 と話 を「 している」 とい う回答

は、全体で20.7%で した。これには学部 と大学院で

は大 きな差があ ります。まず、学部学生では、話を

「している」 という比率は13.6%です。これには、

はっきりとした学年差があります。 1、 2年生はほぼ

同じ傾向であるのに対し、その後は3年、4年 と上昇

していきます。一方、指導がより緊密になる大学院

学生では、全体として話をする比率が高くなります。

中でも、博士課程で話をしている学生の比率が多 く、

71.4%に達しています。

年
(758人 )

2 年
(616ン人、)

3 年
(534ノk)

4 年
(541人 )

5年 以 上
(117人 )

修 士 課 程
(393人 )

専門職課程
(90人 )

20 40

程課
カ

士
＜８４

博

無回答 0.4%

600 80 100(%)

16

してい か ?で と

たまに している

28.39そ ,

あまりしていない

26.1%

をしていま か つ短時間でも と 学年別

33.9 20.6

していない あまりしていない しているたまにしている

30.0 240

30.0 31.6

/ /

21.1 37.9

/ /

23.1 35.9

/ /

153 31.0

19.0
|

6Ю
 I

/ /

34.415.6

2.〔 50.9

/ /

3.6 71.4

/

6.7 43.3

している

20,794
していない

24.59イ b

9.236.3

8.637.3

25.7

25.016.1

21.419.7



1   年
(224人 )

2   年
(200人 )

3   年
(237人 )

4   年
(340人 )

5年 以 上
(66′人、)

修 士 課 程
(319人 )

博 士 課 程
(75人 )

専 門職課程
(69人 )

6.3 68.4

))38 815

7.6 71.2 16.7

よく話 の は か ?ん で 学年別

演習・ゼミの教員 その他の教員

31.3 20.5

講義の担当教員

24.0 39.0 30.5

803 12.5

81.3 5.3

"贅□
0 20 40 60 80

※この質問は、短時間でも教員と話をしていますかという質問で「している」と「たまにしている」と答えた人にのみ、
回答を求めたものです。

学年や課程による差は、よく話す教員と密接に

結びついています。学部学生の場合、1年生で「ク

ラス担任」、 1、 2年生で「語学の教員」、3、 4年生

で「演習 。ゼミの教員」が多 くなっています。ゼ

ミや卒論指導をきっかけとして、教員と接する機

会が増えることが分か ります。 1、 2年生では演習

一方、話をしないという学生に対しては、その

理由を尋ねました。この回答には、学部。大学院、

学年による違いはほとんどあ りません。ただし、

「どこに行っていいか分からない」という回答だ

けは、学部の 1年生が大半でした。これは、調査

実施時期が入学直後であったためと思われます。

回答の中では「用がない」が半数を超えていま

す。教員との関係は学ぶことが基本です。それゆ

え、学生には、自ら積極的に学ぶことを通 して、

100(%)

やゼミが少ないことを考慮すると、これらの少人

数科目を履修している学生は、担当教員と話す機

会が多いことがうかがえます。大学院学生の場合、

専門職課程では、修士課程、博士課程と異なり、

「演習・ゼミの教員」よりも、「講義の担当教員」

と話をする機会が非常に多くなっています。

教員 と話す必要を見いだしてい くことが求め られ

ます。何 らかの必要をきっかけに実際に接すると、

教員か らさまざまな話題が出て くる可能性があ り

ます。そこで、用があるにもかかわ らず、「雰囲

気が近寄 りがたい」、「研究室に入 りにくい」 と考

えている人は、まずはチャレンジしてみましょう。

本当に話しにくいかどうかは、実際に話してみな

いと分かりません。

授
業

石升
究

勉
強

に
つ
い
て

60

50

40

30

20

10

※この質問は、短時間でも教員と話をしていますかという質問で「あまりしていない」と「していない」と答えた人にのみ
回答を求めたものです。
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教
員
と
の
会
話

17

246

ところにありい理 い か つしに は ど ロ

用がない 忙 しそう その他 無回答

24.2

16.4 15.2
117

7.3

32.9

行ったらいいか
どこに

分からない

雰囲気が
近寄りがたい

研究室に

入りにくい
授業が終わると
すぐにいなくなる

54.7

J rr.s

クラス担任 語学の教員

14.3 31.3

4.5
)

24.5

5.3 8.0

)) 72.5



教員との関係の基礎は学ぶこと

教員との関係 教員と話すことは大学生活の充実感を高める

教員 との関係が学ぶことを基本 としていること

は、授業への興味 との相関にはっきりと示 されて

います。授業への興味が増すほど、教員 と話す比

率が高 くなっています。大学院学生でも同様の傾

向が見 られます。ただ し、大学院学生の場合、両

方 とも比率が高いため、話を「する」かつ興味が

「ある」 という学生が半数近 くにな ります。

注 目で きるのは、大学生活への充実感 との結び

付 きです。教員 と話すことが、充実感を高めるこ

とにつながることが示唆 されます。なお、これは

学部学生 と大学院学生をまとめたグラフです。

クロス
集計

０

０

０

０

０

０

０

６

５

４

３

２

１

tg r\ (56,^.) あまりない (242人)    ややある (928人 )

医菱憂亜憂亘≡日

fr, 6 ($4^)

クロス

集計
大 活 は していると い ま か ?

(%)
０

０

０

０

０

０

０

０

７

６

５

４

３

２

１

あまりしていない (379人) ややしている (1,377人 )

医薬面扇百万蔑訂面丁蕩¬

い か ?か
'

大学の に が で とレ ま学 部

315
281

21.2

31.7
33.6

26.3

47.9

20.7

25.2

短時間でも教員と

話をしていますか
'

し
て
い
る

あ  た
ま  ま

い    い

な  る

い

り   に
し  し
て  て

〆
~ヽ

ヽ

21.4

7.1

でも教員と話をしていますかつ

ヽ

31.1

16:7

28‐ 3

24.0

た
ま
に
し
て

い
る

し

て

κ  ヽ
ヽ

42.0

23.7
25.9

8.4

15.6

3029.1
〓
ｂ

Ａ

∠

26.1

17.6

47.1

18

していない (119人 ) している (1,248人 )

８
　
教
員
と
の
関
係

い

い

な

3.6

67.9

し
て

9.2

あ
ま

し
て
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